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近年，不登校に対して様々な対策や支援が行われてきた。しかし，不登校数は減少するこ
となく高止まりの状態にあり，不登校は依然として重要な教育問題である。小・中学校での
不登校経験者から多く挙げられるのが高校進学への不安である。不登校児童生徒の中には，
学力や生活リズム等の問題から全日制高校への進学に不安を感じ，定時制高校や通信制高
校を選択する者も多い。定時制・通信制高校は，近年は多様なニーズを持つ生徒を受け入れ
る場として注目され，不登校生徒の進学先としても定着している。しかし，義務教育後の不
登校経験者の高校及び社会での適応については十分検討されているとはいえず，不登校問
題対策として中学卒業後の課題に言及されることは増えているが，高校における支援の検
討は十分とは言い難い。不登校支援の最終目標は「社会的自立」（森田，2003）であり，社
会適応までを視野に入れ検討を行うことが必要である。本論文の目的は，定時制・通信制高
校に通う不登校経験者の高校及び卒業後の適応と，高校の学校要因や生徒の個人要因との
関連を明らかにすることである。 
第Ⅰ部第 1章では，不登校の現状，不登校に関連する学校要因や個人要因，不登校への支
援と予後，定時制・通信制高校の支援について展望し，定時制・通信制高校における不登校
経験者の適応と支援について検討することの意味を論じた。 
第Ⅱ部の各章では，夜間定時制，昼間定時制・単位制，通信制高校に通う生徒，卒業生を
対象に調査を行い，不登校経験者のその後の適応について実証的研究を行った。 
第 2章「不登校経験と高校における適応」では，不登校経験者の定時制・通信制高校にお
ける適応状況を検討した。研究 2-1では，不登校経験者であっても定時制・通信制高校では
行動面（登校状況），心理面（学校生活適応感，自己受容）ともに適応的に過ごしており，
中退意識も強くないことがわかった。研究 2-2では，登校は良好でも“いつ不登校に戻るか
わからない”と感じている者も少なくないこと，そうした生徒は学校からの支援も十分に受
け止められていない可能性があることが示唆され，行動面・意識面の両面について不登校か
らの回復を目指すことの必要性が論じられた。さらに，不登校からの回復においては，特に
高卒時の進路選択が重要な転換点となることが明らかになった。 
第 3章「高校の学校要因とその後の適応との関連」では，定時制・通信制高校の学校要因
と適応との関連を検討した。全日制高校との比較から，教師の支援・対応の充実，自由さが
定時制高校の学校環境の特徴として見出された。不登校経験者が学校を楽しいと感じるこ
とには，教師の支援・対応の充実，行事・クラブ活動での充実感，友人関係の良好さ，学習
に熱心な雰囲気が関連していた。また，不登校経験者の入学当初の学校適応感の違いに応じ
て求める援助には違いがあり，適応感が低い生徒には，学習から生活リズムへの支援まで，
学校生活を継続するための具体的支援が重要であることがわかった。 
第 4章「生徒の個人要因とその後の適応との関連」では，生徒の個人要因と適応との関連
を検討した。研究 4-1では，不登校事例によく見られる性格特性「内向性」「甘え・耐性欠
如」と高校での適応との関連が見出された。さらに研究 4-2では，コミュニケーション・ス
キルの高低と高校での適応との関連が明らかになった。研究 4-3では，入学前の親子関係と
将来展望との関連から不登校時の親子関係の悪化を防ぐ保護者支援の重要性を論じた。研
究 4-4では，高校でも＜いつ不登校に戻るかわからない＞と感じている者に，不登校期間が
4年以上と長い者や，不登校時に心身症状が見られた者が多いことが明らかになった。 
第 5章「不登校経験と高校卒業後の適応」では，不登校からの回復の最終目標である「社
会的自立」の観点から高校卒業後の適応について検討した。不登校経験の有無と高校卒業後
の心理的適応（自己受容，健康度）に関連はなく，不登校経験者の適応は高校での経験の積
み重ねにより回復しうること，高校卒業数年後の就学・就労状況には高校卒業時の進路選択
が重要な意味を持ち，高校での進路支援が重要であることが明らかになった。 
第 6章「不登校経験を巡る心理的変容」では，不登校経験ある高校生の手記をもとに，不
登校経験時から現在（高校在学中）にかけての心理的変容過程を明らかにした。調査対象者
を「自己肯定群」「自己否定群」の 2群に分け，自由記述内容を修正版グランデッド・セオ
リー・アプローチによって分析した。高校において自己肯定的な者は，不登校時に周囲から
の支援を受けて自尊感情を回復し，“前向き思考”で高校での経験もポジティブに受け止め
てさらに自尊感情を高めているが，自己否定的な者は不登校時に孤立しており，不登校によ
って低下した自尊感情を回復できないまま“複雑な負の感情”を現在も持ち続け，登校は継
続しているものの安定しないことが明らかになった。 
第 7章では，本論文の総括と意義について述べ，今後の課題を提示した。 
本研究では，不登校経験者の適応について，これまでに十分に検討されていない定時制・
通信制高校に在学する生徒を対象に検討し，不登校児童生徒への具体的な支援を考えてい
くために重要な視点を提起した。 
不登校経験者であっても，定時制・通信制高校では登校を継続している生徒も多く，不登
校状態にある時期は不登校経験のない生徒と比べて学校適応や心理的適応は低いが，その
後，高校や高校卒業後において適応は回復しうるものであることが本研究の結果からは明
らかになった。特に，高校卒業後の適応については，高校卒業時の進路選択が転換点となっ
ており，高校における進路支援が不登校経験者のその後の適応を支える支援として非常に
重要であった。 
また，不登校からの回復は，行動面（登校状況）と意識面（不登校への今の気持ち）の回
復の両方を目指して丁寧に支援していくことが重要であることが示唆された。 
不登校経験者の高校での適応や回復と関連する学校要因と生徒のもつ個人要因は，複雑
に関連しあっていることが推測された。生徒の個人要因として，コミュニケーション・スキ
ルと性格特性，入学当初の適応感の高低に着目したが，コミュニケーション・スキルの高低
は友人関係，教師との関係，特別活動，進路意識，学習意欲など学校生活における各側面の
適応と関連していた。また，不登校経験者にとって，教師の支援の充実，友人関係の良好さ，
特別活動（学校行事・HR 活動・クラブ活動）の充実感が学校を楽しいと感じることにつな
がっていたが，性格特性として「内向性」，「甘え・耐性欠如」の側面がそれぞれ強い生徒は，
人間関係や学習，特別活動（学校行事・HR活動・クラブ活動）の適応に困難があることが本
研究から明らかになり，生徒の性格特性に合わせた支援が必要であると考えられる。さらに，
入学当初の学校生活適応感の高低によって，その後の適応感の上昇と関連する学校からの
援助は異なっていた。生徒の個人要因と高校の学校要因とは相互に関連しあい，生徒の適応
につながっているものと考えられ，コミュニケーション・スキルの改善，性格特性や入学当
初の適応感の高低に合わせた援助が求められる。 
また，不登校経験者のその後の適応のためには，保護者への支援も重要であると考えられ
た。高校入学前の親子関係が将来展望と関連していることが明らかになり，不登校時の親子
関係の悪化を防ぐことがその後の適応のためにも重要であるといえる。また，不登校経験者
の心理的変容のプロセスからも不登校時に周囲の大人が精神的な支えになることが不登校
経験者の自尊感情を回復させ，その後の回復へとつながっていた。不登校時に保護者への支
援を行い，保護者が安定して子どもに関わることができるように援助することが重要であ
る。 
不登校経験者の高校及び卒業後の適応は，不登校経験によってのみ決まるわけではない
ことが本研究の結果からは明らかになったが，一方で不登校経験者の方が高校における登
校や友人関係，高校卒業後の就学・就労に対して何らかのリスクを抱えた者がいることも示
唆された。不登校経験者には高校においても不登校経験からの回復を目指した丁寧な支援
を行っていくこと，就学・就労状況が安定するための支援をしていくことが重要である。 
今後の課題として，不登校経験後の適応と関連する学校要因，個人要因として見出された
要因間の関連をより詳細に検討すること，夜間定時制高校，昼間定時制高校，通信制高校と
いった課程別の比較を行い，不登校経験者への支援についてより具体的な支援方法を検討
し，その効果について実証的に研究を重ねていくことが必要である。 
